
公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名

年 月 日

8 20

チーム名 26 － 1 チーム名

10 － 0

6 － 0

10 － 1

NO. 先発 Ｙ Ｒ NO. 先発 Ｙ Ｒ

1 × 1 ×

2 × 2 ×

3 × 3

4 3 4 ×

5 × 5 5

6 × 6 3

7 3 7 4

8 3 8 ×

9 3 9 ×

監督 KOBAYASHI Kazunori 監督 SMITH Sharon

アンパイア MAKAR lvona(CRO) アンパイア TOWNEND Lucy(NZL)

ジャッジ BURT Joshua(AUS) ジャッジ RASOOL Hassan(PAK)

Ｔ．Ｏ． RINALDINI Lorena(ARG) リザーブアンパイア PELLETIER Denise(CAN)

時間 № 種 時間 № 種 時間 № 種

1 2 FG 11 7 FG 29 4 FG

1 6 FG 14 6 FG 30 8 FG

3 6 FG 15 6 FG 31 8 FG

4 8 CH 16 8 FG 32 4 FG

5 4 FG 18 7 FG 33 8 CH

7 2 FG 19 8 FG 34 2 CH

8 3 FG 20 6 FG 35 3 FG

10 3 FG 25 2 FG 36 3 FG

11 8 FG 28 6 FG 36 5 FG

日本の2戦目の相手は、フィジーであった。日本は昨日のオランダ戦の反省を踏まえパスの繋ぎとシュート方法について

確認をして試合に臨んだ。

日本は開始1分に、左からのパスを浅井が中央からヒットシュートで豪快に決め先制する。その直後にも、河村が11mライン

沿いにドリブルで中に切れ込みヒットシュートで得点をする。日本は1分で2得点を挙げ、幸先のよいスタートを切った。

その後も日本はボールを支配し、得点を重ね第1ピリオドで10点を奪った。第2ピリオドに入っても日本は攻撃の手を緩め

ず、6点を重ね16-0で終了した。最終戦でアルゼンチンと対戦する日本は、得失点差を有利にする為に第3ピリオドで

さらに得点を狙いにいく。開始直後には日本がパスを繋ぎのノーホイッスルゴールで得点すると、その後も得点を重ね

10点を奪う。このまま試合が終了するかと思われたが、残りわずかなところでゴール前にロングヒットを通され1点を

フィジーに決められてしまう。これで試合が終了し26-1で日本が大勝した。日本は通算成績を2勝1敗とした。

公 式 試 合 記 録

2nd Youth Olympic Games

試合番号 備　考 　時　間 場　所 ピッチ

W14 2014 18:00 Youth Olympic Sports Park 2

Full Time

JAPAN
Period1

Fiji
Period2

Period3

#REF! #REF!

背番号 氏 名 背番号 氏 名

1 NAKAMURA Eika(GK) 1 RATUMAIMRI Levenia(GK)

2 ASAI Yu 2 NASELESELE AWM

3 KOZUKA Miki 3 TIKOITOGA Temo

4 FUJIBAYASHI Chiko 4 RAVATU Laia(C)

5 HOSHI Kimika(C) 5 BENNION Taraivini

6 KAWAMURA Motomi 7 SILATOLU Ro Miriama

7 KARINO Mami 8 TINAISALASALAVONU Ateca

8 MORI Kanon 9 BUKALIDI Lora

9 TSUBOUCHI Moeka 10 DUTTA Tiara Zoe

ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ ｽｺｱ ﾁｰﾑ ｽｺｱ

JAP 1-0 JPN 10-0

JAP 2-0 JPN 11-0

JPN

JAP 3-0 JPN 12-0

JAP 4-0 JPN 13-0

JAP 5-0 JPN 14-0

JAP 6-0 JPN 15-0

JAP 7-0 JPN 16-0

JAP 8-0 JPN

JPN

JPN

JPN

JPN

JPN

JPN

JPN

JAP 9-0 JPN 18-0 FIJ

17-0

26-1 

19-0

20-0

21-0

22-0

23-0

24-0

25-0

26-0


